
事業報告概要書（公表版）
１ 基本情報

施設名又はグループ名 指定管理者名及び団体概要
（指定管理者名） アメニス東部地区グループ
（団体の概要）

指定期間 代表団体：株式会社日比谷アメニス
H28.4.１ 〜 R05.3.31（7年間） 構成団体：日建総業株式会社
２ 施設名 ３ 収支（単位：千円）

猿江恩賜公園 中川公園 収入 計 猿江恩賜公園 中川公園
⻲⼾中央公園 大島小松川公園 指定管理料 ⻲⼾中央公園 大島小松川公園
尾久の原公園 宇喜田公園 利用料金 尾久の原公園 宇喜田公園
東綾瀬公園 支出 計 東綾瀬公園

収支差
４ 管理運営の概要

５ 管理状況（維持管理）

６ 利用者アンケート結果
実施方法：

猿江恩賜公園 前年度とほぼ同ポイントで推移。高い満足度を保つ。施設の清潔さが劣るのは計画的な修繕が必要。
⻲⼾中央公園 全体的に満足度が低下。総合満足度と植栽管理については高い水準。イベント開催がなかったことが影響か？
尾久の原公園 前年度とほぼ同ポイントで推移。高い満足度を保つ。
東綾瀬公園 全体的に満足度が低下。総合満足度と植栽管理については高い水準。イベント開催がなかったことが影響か？
中川公園 総合満足度は高評価。コロナ禍で遠方に外出できず、普段使いされている利用者の感謝の声が多かった。
大島小松川公園 総合的に評価は高い。イベントが出来なかったが、花壇や動画配信、クラフト体験で評価を高めた。
宇喜田公園 昨年同様、高評価であった。コロナ禍での公園利用でハーブガーデンの評判が良かった。
グループ平均
グループ全体の分析・評価

施設名 当該年度 前年度 差
猿江恩賜公園 江東こどもまつりやチューリップフェスタ、防災フェスタなど大型イベント中止により利用者数が減少した。
⻲⼾中央公園 遊具を中心に平日のファミリー層利用者数が大幅に増加。動画を使用した新たな利用促進も効果があった。
尾久の原公園 生き物観察シートなど、イベントが実施できない中での公園の新たな楽しみ方を提案し利用者増となった。
東綾瀬公園 コロナ禍による綾瀬駅までの通勤等通り抜け利用者の大幅減、武道館等園内施設の休止による利用者減が影響。
中川公園 バラやモミジなどの情報発信に力を入れ、A・Bそれぞれの地区の相互利用を促進し利用者を増加させた。
大島小松川公園 コロナ禍での魅力作りで大花壇を中心に花に力を入れ、効果的な広報との相乗効果により利用者増となった。
宇喜田公園 ハーブガーデンを中心に都⺠協働による魅力的な花壇作りによりリピータが増え利用者数が増加した。

合 計

内
訳

655,636 85,109 190,922
0 38,588 25,806

都市部の公園・東部グループ

項目 金額 公園別支出額
655,636 119,826 59,180

655,636 136,201
0

 基本方針に挙げた「TOKYO PARK TRIP」の実現のため、公園を訪れる皆がわくわくするような公園作りを積極的に目指した。しかし、昨年度終盤より拡
大傾向にあった「新型コロナウイルスCovid-19 」の感染拡大防止への対応に追われる1年であった。4月から約2カ月に渡る緊急事態宣言の期間においては、
BCP体制によって職員を2班体制として感染防止に努めた。1月から約3か月に渡る緊急事態宣言の期間では、業務縮小が出来ず、物理的な感染防止策（パー
テーション設置、アルコール消毒液の徹底、など）やルールの徹底（感染防止5つのルールの徹底、ヘルスチェックの継続、COCOAの導入推奨、など）を行
い、職員から一人の感染者を出さずに対応できた。しかし、BCP体制における職員の減少に伴い、管理工程の遅延に対する対応や多様な利用に対する相反す
る苦情要望への対応、巡回や利用指導の頻度増加、などに苦労を強いられた。感染拡大防止のためイベントの開催が全くできなかったが、これまでと違った新
しい取り組みにチャレンジできたことは収穫でもあった。

 樹木管理では、「新型コロナウイルスCovid-19 」の感染拡大防止への対応として、BCP体制によって職員でまとまった作業をすることが出来ず、工程遅延
の恐れがあった。特に伸びた草丈に対しては、若干対応が遅れると思われたが、委託業者と連携を取って、その遅れを取り戻すように努めた。また、広大な面
積の草地管理を適正に行うための施策が望まれており、草刈りロボットの導入を検討するため、テストを実施した。
 継続的に全公園で園路際・樹林地・広場などエリア毎の機能剪定を実施し、季節毎の花や紅葉を通じた公園の魅力を中川公園のモミジや⻲⼾中央公園のツバ
キ、なども楽しんでいただいた。ハーブや花を活用した新たな公園の魅力作りを推し進め、宇喜田公園のハーブガーデンの活動、大島小松川公園自由の広場大
花壇での活動、東綾瀬公園でのハーブガーデンでの活動が充実し、公園ならではの魅力を創出した。緊急事態宣言の期間においても維持管理作業だけは継続し
ていただき、時間と場所のずれを取りながら実施してもらった。
 施設・設備管理では、平成23年度から7年間蓄積した設備機械台帳のデータを元に計画的に修繕を行い、更なる施設の予防保全、⻑寿命化に向けた改善を推
進した。利用者からの施設や設備の要望にも適切に対応し、増額予算の計画的な実施や緊急対応経費による不具合の修繕作業などで対応し、利用者要望を適切
に反映させることができた。1月には大島小松川公園の有料施設更衣室や大型遊具に光触媒による抗菌塗布を実施して、感染拡大の防止に努めるようにしてい
る。
 各公園で東京都発注工事があり、工事業者と打合せをしっかり行った。特に東綾瀬公園では最大5件の工事が集中し、打合せやスペースの確保、利用者の安
全確保に留意した。また台風の影響を全く受けなかった1年であったため、3月には枯枝などの確認、先行防除を行い、第三者災害がないように迅速な対応を
実施した。大島小松川公園の六価クロムと尾久の原公園のダイオキシンについては、細やかなリスク対応を毎日行っている。結果利用者からのクレームは1件
もなく、適切なリスク管理ができている。
  東京都が取り組んでいる「再生エネルギーの利用を推進する」ため、電力供給先を変更し、「都立公園初の再生可能エネルギー100％の電力による公園管理
運営」を開始した。この取り組みによってCO2排出量の削減効果⾒込は、年間720t-CO2/年となり、SDGʼs の目標に近づいた。

施設名 回答数
総合

満足度
植栽
管理

施設の
清潔さ

安全
・安心

職員の
応対

施設ごとの分析・評価

105 4.4 4.5 3.8 4.2 4.2

157 4.5 4.6 4.1 4.5 4.3
130 4.6 4.6 4.0 4.4 4.3

120 4.7 4.8 4.3 4.6 4.7
133 4.6 4.5 4.0 4.3 4.3

112 4.7 4.7 4.0 4.4 4.4
137 4.6 4.5 4.0 4.3 4.3

 7公園では毎年秋にアンケート調査を行っているが、昨年よりも若干評価が落ちている。新型コロナウイルス感染拡大により、どの公園もイベントが開催で
きず、また運動施設等の利用制限があり、評価に反映してしまった、と考える。しかしグループ平均では4ポイントを超えて、高い水準となった。特に総合満
足度、植栽管理の満足度は高く、世界の花壇作りで猿江恩賜公園のチューリップ花壇、大島小松川公園のイングリッシュ風花壇、宇喜田公園や東綾瀬公園の
ハーブガーデン、といった公園ごとに特色ある花壇作りを行ったこと、しっかりとした植物管理が行われたこと、が要因だと考える。全体で施設の清潔さのポ
イントが比較的低くなっているが、老朽化が⾒られる施設が多くあるため、計画的に修繕等を進めていく。
７ 利用者数の状況（単位：人）

分析・評価
1,546,204 1,789,369 △243,165

128 4.6 4.6 4.0 4.4 4.4

2,475,402 3,480,404 △1,005,002
1,083,185 1,006,759 76,426

1,575,387 1,006,058 569,329
1,009,338 1,004,978 4,360

9,804,685 10,083,231 △278,546

1,446,858 1,140,297 306,561
668,311 655,366 12,945

公表様式






























